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病院および薬局での長期実務
実習の実施が来年度に迫ってい
る。これに先立ち、今年度から
薬学教育史上初めてとなるＣＢ
Ｔ、ＯＳＣＥという共用試験が
はじまる。各大学ではその本格

実施に向けた教員確保、施設・
機器整備といったハード面の環
境整備を急いでいる。昨年度か
ら今春にかけ新施設・設備が整
備された大学キャンパスの一部
を紹介する。

ニューキャンパス 
　　　長期実務実習の実施に向けて 
　　　進む環境整備　－新施設が続々オープン 

2008年８月、薬学部棟

１階に模擬薬局が完成し

た。ここには、最新の機

器を導入した錠剤、散剤、

注射剤、水剤、外用剤な

どに対応する調剤室のほ

か、一般調剤室、無菌製

剤室、薬物血中濃度測定室、薬局カウンター、服薬指導ブース（おく

すり相談室）、服薬指導ロールプレイ室、模擬病室、模擬ナースステ

ーションなどが整備されている。

また、「薬草園」の年次整備計画も進んでいる。既にハーブ園・薬

草園・生態園はほぼ外観が完成した。08年４月に温室が完成している

が、全ての整備が完了するのは09年度末の予定。ハーブ園（約100種

類）と薬草園（約300種類）に加え、温室（約50種類の薬草）と生態

園の整備を急いでいる。生態園は、薬学部に隣接する山に、遊歩道や

東屋などを設置し、自然状態での薬草・薬木が観察でき、１万㎡の規

模を誇る。

今年３月、総合教育研

究棟「フロネシス」が完

成した。

新棟は入口ロビーが２

層吹き抜けの３階建て

で、延べ床面積は約4800

㎡。１階には400人収容

の大講義室、200人収容

の講義室、ハイテクリサーチセンターが配置された。２階には軽食ラ

ウンジ、自習室、200人収容の講義室が２つあり、ＣＢＴの実施が可

能。また３階は、模擬病院・薬局とゼミ室（８室）からなる。

模擬薬局には受付・投薬カウンター、待合室のほか、散剤、水剤、

錠剤、注射、無菌製剤の各調剤室、鑑査・病棟服薬指導室などが設け

られ、いずれも廊下からはガラス越しに実習風景が見える開放的な空

間になっている。

また、円滑にＯＳＣＥの実施ができるよう施設の工夫、設備がなさ

れている。

明治薬科大 

鳥獣保護の問題等で建

設計画が伸びていた「教

育５号館」が2008年9月

にようやく竣工した。

地上６階建て、総床面

積は約7400㎡と、１学年

420人という定員に対応

した大規模な施設。１～３階には主に５、６年生が使用する講義室、

４～６階にはＤＩ施設が設けられた。

講義室は大中小（それぞれ６、10、２室）の３タイプからなる。可

動式の机、イス、ネットワーク環境を完備。少人数グループ学習、ゼ

ミなどに対応できる講義室が増強された。また、ＤＩ施設には液剤実

習室、散剤実習室、無菌調剤実習室、模擬薬局・模擬病棟の最新設備

が整えられている。

さらに、サテライトキャンパスが東京逓信病院の管理棟５階に設置

された。６年制に向けた都心教育施設としての側面だけでなく、大学

院生の実務自習支援と臨床教育、社会人卒業生に対する卒業教育の場

としても活用される。

東京薬科大 徳島文理大学では、看

護学科との共同利用研修

施設を建設した。長期実

務実習の主要受け入れ施

設となる徳島日本赤十字

病院の敷地内に造られた

もので、60人収容の会議

室と、研修する学生のための着替え室やロッカー、自習スペースがあ

る。会議室は病院職員の会議用にも使用できる。薬学部の学生は、来

年から年間45人が実習をする予定。また、看護学科用に２人分の宿泊

施設、風呂・シャワーが用意されている。当直実習用のもので、既に

４月から使用を開始している。

今年３月末に第２講義棟が竣工した。

地下１階、地上５階建てで総床面積は1431㎡。１階には

文部科学省採択事業であり、高度薬学研究の拠点となる、

ハイテクリサーチセンターと研究室を設置した。

２～５階には、４年生と６年生の自習室のほか、医療系

の授業に対応した32のゼミ室があり、ＴＶ会議システムも

備えている。
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総合教育研究棟「フロネシス」

08年９月竣工の「教育５号館」

徳島日赤病院実務実習支援センター

完成したばかりの温室




